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1,237 sites
55,889 lighters

International 
Lighter 
Project

東アジアにおける漂着ライターの消費国割合



種子島(2004.7-2007.10)
判明率11.0%(132本／1,203本)

吹上浜(2003.9-2008.7)
判明率10.0%(209本／2,100本)

鹿児島県海岸に漂着した
ライターの流出地



もっと具体的に
海ごみの流出地
を見るとー

漂着ライターの
流出地の分布
International 
Lighter 
Project

1.東シナ海南部 4.太平洋

2.日本海南部 3.日本海北部



Feb.2013
Aug.2013

指標漂着物を用いた海ごみモニタリング



河川ごみの
流出地と漂着地
の関係

Lighter 
Project
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大和川

流下中は
回収困難

流入前の回収

道路（車）がごみ
を運ぶ

陸域のごみを河川が集めて海へ運ぶ



街中散乱ごみマップ（咲洲大阪府庁周辺）
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2019.5.2

390袋×２kg／袋＝780kg
390袋×20L／袋＝7800L

何を探すべきなのか



４．海ごみはどこへ行く？

＜北太平洋の海流 北太平洋の海流＞



Daily public updates are available
at  http://iprc.soest.hawaii.edu/users/hafner/PUBLIC/TSUNAMI_DEBRIS
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日本周辺海域：最大値 3 個/km2（Shiomoto & Kaneda 2005)
瀬戸内海 ：平均値 500 個/km2（Fujida 2012）

3	個/km2

津波起因漂流物シミュレーション結果(2 Aug. 2012, IPRC)と
目視調査結果の比較 (10 Aug.-25 Sep. 2012, Kagoshima-maru)

http://iprc.soest.hawaii.edu/users/hafner/PUBLIC/TSUNAMI_DEBRIS


Hawaii islands (30 beaches）
78/701(Sep. 2010-Sep. 2011)

Midway
(ingested lighters by Albatross) 
（71/1028, 2011）

ハワイ諸島およびミッドウェー環礁で
回収されたライターの流出地

Hawaii Island
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130×103items/km2

北太平洋におけるマイクロプラスチックの分布
(10 Aug.-25 Sep. 2012, Kagoshima-maru)



レジ袋と海ごみ問題
河川散乱ごみから海岸漂着ごみへ構成変化（瀬戸内海）

プラスチックフィルム類はどこ
へ消えたのか？

海
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フィルム状プラ

スチック破片

40%

釣糸

17%

ロープ

6%

レジ袋

5%

タバコフィル

ター

4%

食品袋

3%

その他

25%

人工物

軽石

59%

葉

28%

その他

13%

自然物52,386個 2,002個（2003-2005年，118回）

錦江湾海底堆積ごみの分布密度
葉

フィルム状プラスチック

釣糸

手の届かないところ（深海）に溜まる



「瀬戸内海における海洋ごみの収支」から
私たちが出来ることを考える

現存量（3,400t）
海面800t
海岸2,600t

•ボランティアによる貢献
（海岸での回収）は全体
の2割弱

•流入の７割は系外（外
海，海底）へ



海ごみ問題，どうすればよいのか

■海ごみ第⼀法則
海に流出したプラス
チックごみは，元の状
態を保つことができな
い。（破⽚化）

■海ごみ第⼆法則
海にごみが流れ出れ
ば，それは海に拡散す
る。（不可逆の法則）

■海ごみ第三法則
海ごみは，回収，発
⽣抑制のどちらかだけ
ではゼロにはならない。
（回収＋発⽣抑制）

■海ごみ対策その１
海ごみ問題を知ること＋⾏動すること

■海ごみ対策その２
これまで海に出たごみの回収（過去への

反省）＋海に出る前に回収（未来のために）

■海ごみ対策その３
回収＋発⽣抑制を継続し，それを⽀

援をする。

私達の⽣活や産業でごみが出る以上，海にはその⼀
部が流れ出てしまうことを前提に，以下の対策を実
⾏する。


